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The purpose of this paper is to overview the employment conditions of Nagasaki Prefecture through 
comparison with Tokyo (23 wards), especially by focusing on the social functions of temporary 
/contingent workers. Gini coefficient makes us confirm the income distribution of Tokyo is fairer 
than Nagasaki, because the income from the temporary employment contributes the equality Then it 
is hard to conclude that the existence of non-regular employment causes the economic gap. This 
finding contradicts the intuitiveness. Further, we found, in Tokyo, the temporary workers and regular 
worker are mutually complementary each other, in the sense the industries that depended heavily on 
the temporary workers (ex. hotels, restraints) employ the less regular ones. On the contrary, in 
Nagasaki, both are substitute and competitive each other even in the light/service industries that do 
not need the highly skilled labor. If we understand this kind of social aspect of the temporary 
employment, the simple replacement of temporary employment to the regular one is not always 
preferable. Rather, we need to understand the social roles the temporary employment plays and 
utilize them effectively, for example, to reduce the economic disparities. 
 
JEL classification: J31, J81, J82, R10 





















所得であろう。内閣府の資料に基づけば、2005 年から 2009 年の 5 年間を通して、同県は下








































たい2。図 1(横軸は 10 万円単位。以下の図も同じ)は所得階層別の家計比率である。長崎県













                                                   






図 2・図 3 をもう少し詳しく見ると、長崎県では所得階層下位 40%から 50%くらいのとこ























































働さえ存在する3。第二に、年収 150 万円～400 万円の範囲での両地域の差が大きい(図中点
線囲み部分)。 








































                                                   







































えば、年収 250 万円以下のところでは長崎県では約 8 割が正規就業者、東京都では半数に
とどまっている(図中矢印の箇所)。年収 150 万円近辺ではその差はさらに大きく、長崎県で
は 4 割弱、東京都は 1 割程度である。逆に、年収 300 万円近辺では逆の傾向がみられる。
もしどのような所得水準であれ正規労働による稼得が望ましいなら、長崎県の雇用環境の
ほうが好ましいことになるがむろんこれは直観と一致しない。 
また、非正規就業者に絞って所得分布をみると（図 7）、長崎県では年収 150 万円以下に
集中している。年収 200 万円を超える非正規就業者の割合は東京都ではおよそ 30%、長崎
県では15%程度度であり、非正規就業者だけ見ても東京都のほうが分配上の平等性が高い。 




































 総合 食糧 住居 光熱 医療 交通費 教育 教養娯楽 
東京都 108.6 106.4 146.7 96.1 100.6 107.4 112.5 105.5 
長崎県 99.3 98.0 86.6 109.1 102.4 100.9 95.7 97.3 
 
 
 また、図 8・図 9 から長崎県において仕事に費やされる時間（男：7.14 時間、女：5.3 時
間）は東京都（男：6.45 時間、女：4.36 時間）に比べかなり長い。反面、東京都の通勤・










































































































































































分布と正規就業者の分布を比べてみると（東京都については図 10 と図 12、長崎県について































 東京都 長崎県 
宿泊・飲食 66.8 36.9 
医療・福祉 28.5 16.7 
製造業 6.9 11.8 





























































































図１６ 有効求人倍率の変動（東京都・6 か月移動平均） 
 
図１７ 有効求人倍率の変動（長崎県・6 か月移動平均） 
 
図 16・図 17 は東京都労働局・長崎県労働局がまとめた有効求人倍率の前年同月比の数値





































































































































































































































  長崎県 東京都 
区分 正規就業者 非正規就業者 正規就業者 非正規就業者 
平均 1.39 3.26 -4.35 -0.83 
標準偏差 15.87 9.40 17.20 10.86 
変動係数 11.41 2.89 -3.96 -13.12 


































                                                   











区分 正規就業者 非正規就業者 正規就業者 非正規就業者 
平均 -2.24 -0.76 -8.18 -2.31 
標準偏差 11.00 4.80 12.88 9.95 
変動係数 -4.91 -6.31 -1.57 -4.31 





区分 正規就業者 非正規就業者 正規就業者 非正規就業者 
平均 7.32 9.81 1.92 1.59 
標準偏差 20.45 11.31 11.13 11.99 
変動係数 2.79 1.15 11.13 7.55 












































































収 200 万円を得ようとすれば、まず IT 関連のエンジニア、技術職、企画立案などの豊富な
知識と経験をもった人材による常用型スタッフでなければならないことに加え、とすると
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